
 

7
岩手県立大学における文化理解の内省的で共感的な概念 
を促すための努力

   不寛容の解消と異文化理解の促進は、盛岡短期大学部の全てのクラスにおいて、多くの教師の努力の核心部分で

あるが、このレポートでは、数名の教師の協力から生まれた2つのクラスの側面を詳しく説明したいと思う。 この

クラスでは学生が文化的理解の為に想像力に富む考え方を身につけられる様支援する為の、一種の有意義な学習経
験を示している。

 
「国際文化理解演習I」

　アカデミックインパクトの原則10は、「国際文化理解演習I」の

クラスの学生の学習体験に大きな役割を果たした。学生には米国
の各州を調査し、クラスで紹介するプロジェクトを与えた。学生
は各州の食べ物や娯楽など、表面的な文化的側面を含む基本的な
説明情報だけではなく、社会文化的特徴、政治的思想、論争などの
より深い要素を含む多くの州の特徴を捉え、多様且つ時には斬新な一連のリ
ソースと情報から、住民の価値観と態度を識別した。このクラスには、アメ
リカ人、オーストラリア人、日本人の教師が参加し、学生がインサイダー
とアウトサイダーの観点から文化を解析する機会、そしてその比較や自分
の文化との相関関係、様々な観点を共有する機会を提供した。

　それに並行して、様々な州に渡る多数の多様性の発見に加え、学生が

過去に抱いていたアメリカ人と“アメリカらしさ”の包括的な概念への挑

戦。そのプロジェクトの結論は、学生が文化とアイデンティティを
形成する要因を共同で探求するための貴重なフォーラムを提

供するに至った。このクラスは米国の議論に留まらず、将来「他」文化に直
面した時に、通用するスキルと考え方を構築した。そして無意識のうちの
偏見の兆候の保護として、全体的、内省的且つ共感的な視点から、文化の違

いを検討する姿勢を育む機会を学生に提供した。

「西洋文化理解論」

   原則10が盛岡短期大学部の学生の学習の一部であるもう1つの事例は、1年生

が受ける「西洋文化理解論」のクラスである。 このクラスでは、異質、不可

解またはより否定的な「奇妙な」「間違った」と思われる文化的行動を表す
為の様々な視点、または範囲を紹介し、取り入れている。

  原則10：　異文化間の対話や相互理解を促進し、不寛容を取り除く
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クラス全体を通して、学生は「タイト」と「ルーズ」の文化、ホフステードの国民文化6次元モデル、愛国

心とナショナリズムの考え、多くの社会歴史的要因、礼儀正しさと社会規範の様々な概念のレンズを通し

て、「西洋」と「東洋」、又は日本の文化を超えて、人間、国民と個人のアイデンティティに影響を与える

要因を探求する機会が与えられる。クラス内の主要な課題として、学生は「奇妙な」と見なした文化的行動

を選択し、上記の視点の選択、または自分で選んだ分析の視点を通じて理解しようとした。これらの調査

は、学生が制作したビデオプロジェクトとクラスディスカッションの基礎を形成した。

異文化間の対話を促進することを目的とした盛岡短期大学部の豊富で多様なクラスと共に、これらのクラス
は、文化的行動を本質的に「正しい」と「間違っている」または「正常な」および「奇妙な」ものとして見
ることではなく、より微妙な意見や行動の違いに対して、情報に基づいた他者への共感のアプローチを発展
させる。これにより、将来異文化環境に適用する為の体験が、学生に提供されることを願っている。

8 多文化視点ピラミッドを活用して原則10を促進すること

  原則10：　異文化間の対話や相互理解を促進し、不寛容を取り除く

“I contain multitudes.” 「私の中にはいろんな面がいっぱいあるんだ。」ウォルト・ホイットマンはそ
う書いた。ボブ・ディランはそう唄った。それから我々も、自分のことについてだけではなく、他人

のことを考える時でもこの言葉が頭の中に響き続けたら良い。

　全世界の人々はある意味で家族だと言えるが、お互いに対する不寛容が出し抜けに生まれることも少な
くはない。多種多様な人々と出会ったり、目新しい経験を積んだりしていくにつれて、誰しもが先入観が
消えてより心を開いた人間になれるだろうと思うが、そういった日常がなかなか難しい環境においては、
まず自分自身の中の多様性を発見し、我々人類の絶え間なく変わる本質に気付く明確な方法が偏見に対す
る武器となる。たとえ数人の文化を全体的に分析してみても、世界中の人々との共通点がいくつか見つか
り、独自の特徴も現れ、結局この様な結果に辿り着く：我々は同じことをやっているが、やり方だけが異
なるのだ。その上、人間といえば、風が変わるだけで態度も大きく変わり得るように矛盾だらけの者だ
し、価値観や信念をはじめ、存在感やアイデンティティでさえ常に変化していく。自分を含めて誰にでも
色々な面が沢山あるのだと自分に言い聞かせて交流すること。
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